
１．策定の背景

〇バリアフリー法の経緯

関連する国の動き

〇平成23年「障害者基本法」の改正

　・「共生社会の実現」と「社会的障壁の除去」について規定

〇平成26年「障害者権利に関する条約」を批准

〇平成28年「障害者差別解消法」の制定

　・不当な差別的取扱いの禁止、合理的配慮の提供

〇平成29年「ユニバーサルデザイン2020行動計画」関係閣僚閣議決定

　・パラリンピックを契機として「共生社会の実現」を目指す

〇三沢市の主な動き（ユニバーサルタウン三沢を目指して）

〇平成29年10月「ウィルチェアラグビーカナダチーム」の事前キャンプ地に内定

〇平成29年12月　三沢市が「共生社会ホストタウン」に認定

〇令和元年8月　 三沢市が「先導的共生社会ホストタウン」に認定

〇令和2年4月　「三沢市障がいのある人もない人も 

　　　　　　　　　　　　　　　幸せに暮らせる共生のまちづくり条例」の施行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共生のまちづくり条例」の施行

三沢市バリアフリーマスタープラン(素案）
（移動等円滑化促進方針）

～誰もが支えあい、安全・安心に移動し、幸せに暮らせるまちを目指して～

通称：ハートビル法（平成６年）

（高齢者、身体障害者等が円滑に利用できる

特定建築物の建築の促進に関する法律）

ユニバーサルデザイン大綱（平成１７年）

旅客施設及び車両、道路、建築物、公園、路外駐車場などの

一体的・総合的なバリアフリー化施策を推進

通称：交通バリアフリー法（平成１２年）

（高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用

した移動の円滑化の促進に関する法律）

通称：バリアフリー法（平成１８年）

（高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律）

平成３０年改正

・バリアフリーマスタープランの創設

・共生社会の実現、社会的障壁の除去について規定

令和２年改正

・心のバリアフリーに係る施策などソフト対策強化

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会

の開催に向けて活動推進方針を策定（平成２７年）

（１）ユニバーサルデザインのまちづくり

（２）心のバリアフリー

「年齢や性別、国籍、障がいの有無にかかわらず、誰もが活躍できるまち」

【ユニバーサルタウン三沢】を目指して

概要版
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　２．策定目的

　　バリアフリーマスタープランでは、高齢者、障がい者等が利用する施設が集まっている地区を「移動等円滑化

　促進地区」として設定し、面的・一体的なバリアフリー化の方針を示すことで、広くバリアフリー化についての

　考え方を共有し、ハード・ソフトの両面でまちづくりを推進することを目的としています。

　３．計画期間

　　令和３年度～令和７年度（５年間）

　４．マスタープランの位置づけ

　５．バリアフリー化に向けた基本理念・基本方針

　基本理念

　　誰もが支えあい、安全・安心に移動し、幸せに暮らせるまちを目指して

　基本方針

　　１．心のバリアフリーの推進

　　　　・人々が互いに理解し、支え合う意識の醸成を図るため、啓蒙活動等を推進します。

　　２．施設のバリアフリー化の推進

　　　　・旅客施設や道路、公共施設等のバリアフリー化を推進します。

　　３．計画的な事業の実施

　　　　・限られた予算により効率的かつ効果的に各種バリアフリー化を実施します。

　　４．継続的な運営体制の確立

　　　　・進捗状況を管理し、プランの評価・見直しを行い、継続的バリアフリー化に取り組みます。

三沢市バリアフリーマスタープラン

【移動等円滑化促進方針】

（法第二十四条の二）

●バリアフリー化の方針を設定

●バリアフリー化の促進が必要な地区

（移動等円滑化促進地区）の設定

●高齢者・障がい者等が日常生活で利用

する施設及び経路の設定

●市民及び関係者の理解増進と協力確保

●届出制度の対象となる施設の設定

●移動等円滑化に関する情報の収集

関係法令等

●バリアフリー法

●ユニバーサルデザイン政策大綱

●青森県福祉のまちづくり条例

●三沢市障がいのある人もない人も幸せに

暮らせる共生のまちづくり条例

関連計画

〇三沢市地域公共交通網形成計画

〇三沢市第３期障がい者計画

〇三沢市高齢者福祉計画

〇三沢市公共施設等総合管理計画 等

市民意見など

〇まち歩き点検、ワークショッフ゜

〇三沢市移動等円滑化促進協議会

〇パブリックコメントの実施 等

反映

上位計画

〇第二次三沢市総合振興計画

〇三沢市都市計画マスタープラン

〇三沢市地域福祉計画 第３期
即する

整合

連携

即する

即する
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　６．移動等円滑化促進地区の設定

 【移動等円滑化促進地区の設定要件】

　　・生活関連施設があり、それらの間の移動が通常徒歩で行われる地区（市役所から500ｍ程度の徒歩圏）

　　・バリアフリー化が特に必要な地区

　　・総合的な都市機能の増進を図る上で有効かつ適切な地区

　　・境界の設定等（道路、河川、鉄道等によって境界が明確）

　７．生活関連施設の設定

 【生活関連施設の設定要件】

　　・常に多くの人が利用する施設や高齢者、障がい者、妊婦等の利用が多い施設を選定する。

　【市役所周辺地区】

　【三沢駅・三沢空港】

　　　三沢駅と三沢空港は本市の玄関口であり、地域の交通基盤としての重要な役割を担っており、優先的にバリ

　　アフリー化の取り組みが必要な施設となります。

　　　また、これらの施設間は円滑な移動を行うためには特に連続性を確保する必要があるため、隣接地を含めて

　　「三沢駅等」及び「三沢空港等」として一体的に施設管理者間で連携を図ります。

　　　なお、これらの施設周辺は徒歩移動で位置付ける施設が少なく、市役所周辺地区まで結ぶ路線バスやコミュ

　　ニティバス等のアクセス手段が確保されていることから、公共交通ネットワークにより連携を図ることで、当

　　該周辺施設を飛び地で生活関連施設として位置付けます。

路外駐車場  市営駐車場（三沢市幸町駐車場）

施設分類 対象施設

旅客施設

(生活関連旅客施設）

 三沢駅等（青い森鉄道三沢駅、三沢駅前広場内の駅前交流プラザみーくる、駅前広場交通

 ターミナル、駅前広場東口駐車場）

 三沢空港等（三沢空港ターミナル、三沢空港第１駐車場、三沢空港第２駐車場)

福祉施設
 キッズセンターそらいえ、保健相談センター、総合社会福祉センター（いきいきデイセン

 ター、おおぞら児童センター含む）、中央保育所、中央社会福祉センター

商業施設  スカイプラザミサワ、三沢市野菜集出荷場（みさわやさい市場）

公園、運動施設  中央公園、なかよし公園、アメリカ広場、武道館

施設分類 対象施設

行政施設
 市役所、上下水道庁舎、市民活動ネットワークセンター(そだなす館）、勤労青少年ホーム、

 働く婦人の家、公共職業安定所（ハローワークみさわ）、警察署

文化施設  図書館、公会堂

市役所周辺地区

 　市役所周辺は本市の主な公共施設等が集積しており、市内イベント時には人が賑わう地区

 です。また、都市計画マスタープラン等でも中心地域として位置付けられていることから、

 優先的にバリアフリー化の取り組みが必要な地区となります。
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　８．生活関連経路の設定

 【生活関連経路の設定要件】

　　・より多くの人が利用する経路を選定する。

　　・生活関連施設相互のネットワーク（アクセス動線）を確保する。

　９．心のバリアフリーの取り組み

　　誰もが高齢者や障がい者等の立場に立ち、互いに理解し、支え合う意識の醸成を図るため、啓発活動等を通じ

　て、自分たちができることを考え、行動ができる社会を目指します。

　１０．施設のバリアフリー化の取り組み

　１１．届出制度

　　マスタープランの区域の「旅客施設及び旅客施設に面する道路」を改良する際は、各施設の管理者は着手３０

　日前までに本市への届出が義務付けられます。（政令第25条第1号及び第2号）

※三沢駅等（青い森鉄道三沢駅、三沢駅前広場内施設）、三沢空港等（三沢空港ターミナル、三沢空港駐車場、空港ロータリー)

三沢空港等
 市道１２２号線、市道岡三沢五川

 目線、市道市民の森線

 案内情報、バリアフリー関連の新設・改修（施設間

 との連続性確保）

その他機能等

 公園

 ・出入口や歩行経路の段差・急勾配の解消、幅員の確保に努める。

 ・水飲み場及びトイレ等のバリアフリーの機能の充実に努める。

 路外駐車場

 ・障がい者等の優先駐車場の確保に努める。

 ・歩行経路等の段差・勾配の解消、幅員の確保に努める。

 案内標識

 ・案内表示などわかりやすい情報提供（点字・多言語など）に努める。

旅客施設 道路 届出の範囲

三沢駅等  市道古間木１０号線
 案内情報、バリアフリー関連の新設・改修（施設間

 との連続性確保）

道路

 ・歩行経路等の段差・急勾配の解消、幅員の確保に努める。

 ・歩行経路等の溝幅が広いグレーチング蓋は溝幅が狭いタイプの交換などに努める。

 ・歩道の視覚障害者用誘導ブロックの老朽化や未整備箇所の改善に努める。

 ・歩道が無い区間は路面標示など安全確保に努める。

 ・歩道上の障害物移動や撤去などにより歩行空間の確保に努める。

建築物

 ・建替え増改築時にはバリアフリーの基準に適合した施設整備に努める。

 ・既存建築物は可能な範囲でバリアフリー化に努める。

 ・案内表示などわかりやすい情報提供（点字・多言語など）に努める。

 ・トイレの洋式化や可能な範囲で多目的トイレの設置に努める。

交通安全施設  ・歩行者が多い交差点の信号機は音響付きにするなど改善に努める。

社会参加の推進  ・福祉アンテナショップ開催、認知症カフェ開催、障がい者スポーツ支援　等

対象施設 取り組み

公共交通

 旅客施設

 ・施設間で連携し、歩行経路等の段差・急勾配の解消、幅員の確保に努める。

 ・既存建築物は可能な範囲でバリアフリー化に努める。

 ・乗り換え案内などわかりやすい情報提供（点字・多言語など）に努める。

 車両等

 ・車両更新のタイミング等で利用環境の改善に努める。

 ・利用が多いバス停は上屋及びベンチの設置など利用しやすい環境に努める。

対象項目 取り組み

啓発・広報の推進

 ・広報紙やホームページ等による周知活動

 ・ワンポイント手話講座、手話通訳奉仕員養成講座

 ・ヘルプマークやマタニティマーク等の普及を通じた周知活動　等

教育活動の推進

 ・小・中学生の教育プログラム（ユニバーサルマナー教室、小学生絵画コンクール）

 ・行政機関及び企業等の職員教育セミナー

 ・疑似体験型イベント（公共交通、パラスポーツ）　等
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　１２．移動等円滑化に関する情報収集

　　各施設におけるバリアフリー設備等の有無等の情報は高齢者、障がい者等が施設を利用する際に必要な情報と

　なります。本市がバリアフリーマップ等を作成するために各施設等の管理者は本市への情報提供をお願いします。

　・交通事業者及び道路管理者　・・・義務

　・路外駐車場管理者、公園管理者及び建築主等　・・・努力義務

　１３．移動等円滑化促進地区（生活関連施設・生活関連経路）三沢市役所周辺　位置図

　１４．生活関連施設・生活関連経路（三沢駅等・三沢空港等）　位置図

　１５．まちづくりの進め方

　バリアフリーマスタープランに示す方針、考え方に基づき、取り組むものとする。

　　・移動等円滑化促進地区　・・・バリアフリー化方針に基づき優先的にバリアフリー化を推進する。

　　・生活関連施設以外の施設や移動等円滑化促進地区以外

　　　　　　　　　　　　・・・バリアフリー化方針に基づき個別案件ごとにバリアフリー化を推進する。

　定期的にプランを評価・見直しを行い、持続的にバリアフリー化を推進する。

三沢市政策部政策調整課　　TEL0176-53-5111（内線538、539）FAX0176-52-5656

～誰もが支えあい、安全・安心に移動し、幸せに暮らせるまちを目指して～

三沢市役所周辺
（移動等円滑化促進地区）

三沢駅等
（生活関連施設）

三沢空港等
（生活関連施設）
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